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「
あ
な
た
は
幸
せ
で
す
か
」
と
問
ね
れ
た
ら
、
何
と
答

え
る
で
し
ょ
う
か
。

　
あ
ゐ
む
婦
人
の
集
ま
り
で
は
、
大
半
の
人
が
「
さ
あ
」

と
言
葉
を
に
こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
そ
ん
な
こ
と
考

え
た
こ
と
も
な
い
」
、
「
こ
の
せ
ち
が
ら
い
世
の
中
で
は
ね

え
」
…
。
ど
う
も
、
幸
せ
で
快
適
な
状
態
と
い
う
に
は
ほ

ど
遠
い
よ
う
で
す
、

　
幸
福
と
健
康
と
は
む
ろ
ん
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
が
「
心
の
健
康
」
の
重
要
な
条
件
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
こ
と
は
、
不
健
康
と
は
い
え

な
い
ま
で
も
、
問
題
状
況
に
あ
る
こ
ヒ
を
．
小
し
て
い
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
調
査
で
は
、
高
校
生
の
三
分
の
一
が

マ
リ
フ
ァ
ナ
な
ど
の
麻
薬
類
を
経
験
し
て
い
た
と
い
い
ま

す
。
人
の
心
が
荒
廃
し
て
い
る
の
で
す
。
何
し
ろ
、
強
盗

や
ひ
っ
た
く
り
は
日
常
茶
飯
事
で
、
人
殺
し
さ
え
珍
し
く

な
い
と
聞
き
ま
す
。

　
わ
が
東
京
で
も
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
似
た
よ
う
な
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
若
い
母
親
が
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
に
赤

ち
ゃ
ん
を
捨
て
た
り
、
青
少
年
が
シ
ン
ナ
ー
遊
び
に
走
っ

た
り
、
カ
ミ
ナ
リ
族
が
な
わ
ば
り
を
儲
っ
て
深
夜
の
乱
闘

を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
理
由
の
な
い
家
出
や
登
校
拒
否

症
な
ど
も
増
え
て
い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
の
老
人
の
死
が

気
づ
か
れ
な
い
ま
ま
に
、
何
カ
月
も
た
っ
て
か
ら
発
見
さ

れ
た
と
い
う
躯
件
も
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
余
裕
が
な
く
、
孤
立
し
て
い
ま
す
。
満
員
電
車
の
乗
客

の
よ
う
に
、
人
は
た
く
さ
ん
い
る
の
で
す
が
、
お
互
い
に

交
流
が
な
く
、
み
ん
な
自
分
の
こ
と
し
か
眼
中
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　
こ
の
ま
ま
進
め
ば
へ
や
が
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ン

グ
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
自
身
の
た
め

に
も
、
後
の
世
代
の
た
め
に
も
、
何
と
か
し
て
そ
れ
を
く

い
と
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
地
域
生
活
を

豊
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
美
し
い
環
境
を

取
り
戻
し
、
各
種
施
設
を
整
備
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
住

民
の
連
帯
感
を
強
化
し
て
、
心
の
ふ
る
さ
と
を
つ
く
る
の

で
す
。

　
そ
の
場
合
、
拠
点
と
も
い
う
べ
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ

ン
タ
ー
の
設
置
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
新
し
く
つ
く
る
の
が

難
し
け
れ
ば
、
学
校
か
出
張
所
の
体
質
を
変
え
て
、
そ
れ

に
あ
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
に
山
の
な

か
の
学
校
で
は
、
そ
こ
が
村
の
人
た
ち
の
集
会
場
で
あ
り
、

盆
踊
り
や
郷
土
芸
能
の
練
習
や
発
表
の
場
で
あ
り
、
ま
た
、

ぶ
ら
り
と
や
っ
て
き
て
構
報
を
交
換
し
、
団
ら
ん
す
る
サ

ロ
ン
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
機
能
を
果
た
す
と
こ

ろ
を
私
た
ち
の
町
に
も
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
と
も
に
、
問
題
を
か
か
え
て
い
る
人
を
助
け
、

悩
み
を
解
決
す
為
た
め
の
専
門
機
関
と
人
の
配
置
を
地
域
．

の
レ
ベ
ル
で
考
え
る
こ
と
も
必
要
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

出
張
所
に
相
談
室
を
設
け
て
、
定
期
的
に
開
く
よ
う
に
す

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
区
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
常
駐
し

て
電
話
相
談
を
受
げ
る
の
も
一
案
で
す
。

　
子
ど
も
の
し
つ
け
や
各
種
の
人
間
関
係
、
仕
事
や
生
活

の
不
安
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ

れ
ら
の
人
た
ち
の
話
を
親
身
に
聞
い
て
、
適
切
な
指
導
と

助
一
一
一
、
口
を
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
救
わ
れ
る
人
も
多
い
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
健
康
都
市
の
建
設
は
、
地
道
な
息
の
長
い
努
力
が
必
要

で
す
。
徐
々
に
で
は
あ
っ
て
も
確
実
に
実
を
結
ぶ
よ
う
に
、

区
民
の
一
人
と
し
て
願
っ
て
い
ま
す
。

カ、しくま・こうじ

大正大学教授／

社会学

　6

月
の
強
い
日
ざ
し
1
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
お
年
審
り
の
グ
ル

ー
ブ
に
・
お
手
玉
の
つ
く
り
方
・
を
教
わ
っ
て
い
ま
し
た
．
　
「
古
き
よ

き
も
の
」
を
次
の
世
代
へ
受
け
継
ぎ
、
残
し
て
い
く
こ
と
が
見
直
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。

，●

学
校
工
事
請
負
契
約
な
ど
八
件
可
決
議
会
役
員
も
改
選

　
5
月
2
0
日
か
ら
2
4
日
ま
で
の
五
日
問
、
第
二
回
臨

時
会
が
開
か
れ
、
区
長
提
出
議
案
八
件
を
す
べ
て
全

会
一
致
で
可
決
し
た
。

　
議
案
の
内
訳
は
、
小
学
校
増
改
築
工
事
請
負
契
約

六
件
、
．
区
長
が
専
決
処
分
し
た
区
税
条
例
改
正
と
調

停
事
件
の
和
解
報
告
で
あ
る
。

　
ま
た
、
2
4
日
の
本
会
議
で
は
、
議
長
。
副
議
長
・

議
員
選
出
監
査
委
員
の
改
選
、
常
任
委
員
の
選
任
と

三
特
別
委
員
会
の
設
置
・
委
員
選
任
を
行
っ
た
（
委

員
会
構
成
は
襲
面
に
別
掲
）
。

　
そ
の
ほ
か
、
委
員
会
審
査
を
終
え
た
請
願
・
陳
情

三
十
四
件
を
議
決
、
要
望
書
提
出
の
報
告
六
件
を
承

認
し
た
。
な
お
、
引
続
き
委
員
会
で
審
査
さ
れ
る
請

願
・
陳
憎
は
五
十
四
件
で
あ
る
。

●
小
学
校
校
舎
増
改
築
工
事
請
負
契
約
　
六
件

多
聞
小

松
沢
小

中
丸
小

酷
南
小

池
尻
小

用
賀
小

　
八
三
二
八
万
円

一
億
三
五
〇
〇
万
円

　
七
五
三
〇
万
円

　
九
九
九
〇
万
円

一
億
三
四
八
五
万
円

一
億
一
五
四
〇
万
円

㈱
脇
田
工
務
店

㈱
儘
国
組

㈱
加
藤
組

三
神
建
設
㈱
．

小
野
建
設
㈱

大
誠
工
業
㈱

　
委
員
会
審
議
で
は
、
区
が
積
算
し
た
予
定
価
格
に

対
し
、
落
札
価
格
が
大
幅
に
下
回
っ
た
点
が
追
及
さ

れ
た
．

●
区
税
条
例
改
正
（
専
決
処
分
報
告
）

議長・副議長紹介

マ2，
ヤ

〆』

　
地
方
税
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
4
月
1
日
か
ら
施

行
と
な
っ
た
の
に
伴
う
改
正
。
主
な
改
配
点
は
、
①

「
電
気
ガ
ズ
税
」
を
「
電
気
税
」
「
ガ
ス
税
」
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
免
税
点
を
引
き
上
げ
た
、
②
障
害
・
未
成

年
。
老
年
・
寡
婦
の
非
課
税
範
囲
を
現
行
四
十
三
万

円
か
ら
五
十
万
円
に
広
げ
た
、
③
み
な
し
法
人
課
税

制
度
、
老
年
者
年
金
特
別
控
除
額
制
度
の
創
設
な
ど
。

●
所
有
権
確
認
等
調
停
事
件
の
和
解
（
専
決
処
分
報

告
）

　
粕
谷
一
丁
目
四
八
○
番
ほ
か
の
畑
地
、
六
六
四
平

方
厨
の
土
地
所
有
権
を
め
ぐ
っ
て
、
区
を
相
手
に
4
5

年
か
ら
調
俸
を
申
立
し
て
い
た
事
件
。

　
区
が
申
立
人
に
譲
受
代
金
二
千
．
万
円
を
支
払
い
、

所
有
権
移
転
登
記
す
る
こ
と
の
和
解
が
成
立
。

●
議
長
・
副
議
長
選
挙

　
大
高
定
左
右
議
．
長
、
小
山
菊
男
副
議
長
辞
任
に
伴

い
、
選
挙
を
行
っ
た
。

当
選
　
議
　
長
　
小
山
雄
央
（
自
民
）

当
選
　
副
議
長
　
奈
良
友
雄
（
自
民
）

●
監
査
委
員
選
任
同
意

　
門
井
一
郎
、
岩
根
志
津
子
両
委
員
の
辞
任
に
伴
い
、

左
の
新
委
員
を
選
任
。

亀
井
鮫
光
（
自
民
）
　
　
園
甲
集
（
社
会
）

●
要
望
書
提
出
の
報
告
　
六
件
（
裏
面
別
掲
）

こ
　
や
ま
か
つ
　
む

小
山
雄
央
議
長

六
十
六
歳
　
’
目
由
民
主
党

代
田
六
丁
目
一
七
－
八

福
島
県
出
身
　
神
田
電
機
学
校
卒
　
会
社
社
長

区
議
五
期
　
元
区
議
会
議
長

　
　
　
　
　
「

な
　
　
ら
　
と
ら
　
む

奈
良
友
雄
副
議
長
　
四
＋
五
歳
自
由
民
主
党

大
原
一
丁
目
五
九
ー
九

青
森
県
出
身
　
日
本
歯
科
大
学
卒
　
歯
科
医
師

区
議
二
期
　
元
区
議
会
厚
生
常
任
委
副
委
員
長

事
務
拡
充
の
受
入
準
備
を
報
告
（
全
員
協
議
会
）

　
保
健
の
し
む
と
な
ど
都
の
禦
業
の
一
部
が
、
昭

和
50
年
か
ら
区
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
区
で
は
こ
れ
ら
の
受
入
対
策
ー
「
特
別

区
制
度
改
革
に
伴
う
財
政
・
人
事
お
よ
び
琶
田
谷
区

に
お
け
る
組
織
・
職
員
定
数
等
に
つ
い
て
」
ー
を
発

表
、
5
月
1
1
日
の
全
員
協
議
会
で
議
会
側
に
報
告
し

た
。

　
こ
れ
は
当
区
が
ど
の
よ
う
に
し
ご
と
を
受
入
れ
、
・

整
備
し
た
ら
よ
い
か
を
、
「
特
別
区
制
度
改
革
閤
題
対

策
委
員
会
」
（
区
職
員
構
成
）
を
設
け
て
検
討
し
て
い

た
も
の
。
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企
画
総
務
委
員
会

◎
平
山
　
八
郎
（
自
民
）

O
井
上
嘉
一
郎

○
森
田

荒
木

門
井

亀
井

小
山

相
沢

石
原

神
宮

高
木

菊重一義キ
男光郎一ミ

（
自
民
）

（
社
会
）

（
自
民
〉

（
自
民
）

（
自
民
）

（
自
民
）

要
（
社
会
）

芳
雄
（
共
産
）

寿
夫
（
公
明
）

正
忠
（
民
社
）
，

本
多
シ
ズ
エ
（
無
所
属
）

区
民
環
境
委
員
会

◎
森
　
　
寿
（
共
産
）

○
山
沢
　
修
白
（
自
民
）

O
大
沢
　
孝
明
（
公
明
）

　
小
島
光
一
朗
（
自
民
）

　
菅
田
　
昌
宏
（
自
民
）

峯
一
＝

　
大
　
千
代
子
（
自
民
）

横
山
　
浩
（
自
民
〉

　
岩
根
志
津
子
（
杜
会
）

　
園
田
　
　
集
（
社
会
）

厚
生
委
員
会

◎
宮
田
　
玲
人
（
自
民
）

○
迫
田
　
参
雄
（
公
明
）

O
長
谷
川
七
郎
（
民
社
）

石
塚
　
玄
（
自
民
）

　
岩
城
庄
太
郎
（
自
民
）

山谷井中吉内
崎口上村良山

武
次
（
自
民
）

孝
幸
（
自
民
）

大
吉
（
自
民
）

浩
（
社
会
）

善
志
（
社
会
）

治
茂
（
共
産
）

建
設
委
員
会

◎
河
西
忠
三
（
社
会
）

○
金
子
　
静
夫
（
自
民
）

○
甲
斐
円
治
郎
（
公
明
）

　
梶
山
　
正
二
（
自
民
）

商
橋
八
重
子
（
自
民
）

奈
良
友
雄
（
自
民
）

　
山
口
　
9
昭
（
自
民
）

　
佐
藤
　
正
男
（
社
会
）

　
中
田
　
史
郎
（
共
産
）

　
丸
山
　
孝
夫
（
民
社
）

文
教
委
員
会

◎
内
藤
　
義
雄
（
自
民
）

○
山
科
芳
一
（
自
民
）

○
田
中
陸
奥
（
共
産
）

　
石
井
健
太
郎
（
自
民
）

　
大
商
定
左
右
（
自
民
）

小
掴
雄
央
（
自
民
）

　
藤
島
ナ
ツ
子
（
自
民
）

　
唐
沢
　
敏
美
（
社
会
）

　
竹
田
　
　
茂
（
杜
会
）

交
通
対
策
委
員
会

◎
唐
沢
　
敏
美
（
社
会
）

0
横
山
　
　
浩
（
自
民
）

○
高
木
　
正
忠
（
民
社
）

石
塚
　
玄
（
自
民
）

　
井
上
嘉
一
郎
（
伯
民
）

　
内
山
　
武
次
（
自
民
）

　
大
高
定
左
右
（
自
民
）

　
亀
井
重
光
（
自
民
）

　
小
山
　
菊
男
（
自
民
）

中
村
　
大
吉
（
自
民
）

奈
良
友
雄
（
自
民
）

　
山
科
　
芳
｝
（
自
民
）

　
岩
根
志
津
子
（
社
会
）

　
河
西
　
忠
三
（
社
会
）

　
森
田
　
キ
ミ
（
社
会
）

ー
石
原
芳
雄
（
共
産
）

田
中
　
陸
奥
（
共
産
）

大
沢
　
孝
明
（
公
明
）

溢
1■

噸
昌
＝

特
別
区
制

調
査
委
員
会

0
井
上
　
　
浩
（
社
会
）

○
小
島
光
一
朗
（
自
民
）

○
大
　
千
代
子
（
自
民
）

　
荒
木
　
義
一
（
自
民
）

　
門
井
一
郎
（
自
民
）

　
菅
田
　
昌
宏
（
自
民
）

　
内
藤
　
義
雄
（
自
民
）

平
山
　
八
郎
（
自
民
）

山
口
　
昭
（
自
民
）

相
沢
　
　
要
（
社
会
）

谷
口
　
善
志
（
社
会
）

中
田
　
史
郎
（
共
産
）

甲
斐
円
治
郎
（
公
明
）

丸
山
　
孝
夫
（
民
杜
）

　
本
多
シ
ズ
エ
（
無
所
属
）

下
水
道

促
進
委
員
会

◎
石
井
健
太
郎

○
山
崎
治
茂

Q
神
宮
寿
夫

岩
城
庄
太
郎

小吉金梶
山、良子山

雄孝静正
央幸夫二

高
橋
八
重
子

藤
島
ナ
ッ
子

迫森竹園佐山宮
田　田田藤沢田

参　　　正修玲
雄寿茂集男白人

長
谷
川
七
郎

（
自
民
）

（
共
産
）

（
公
明
）

（
自
民
）

（
自
民
）

（
自
民
）

（
自
民
）

（
自
民
）

（
自
民
）

（
自
民
）

（
自
民
）

（
自
民
）

．
（
杜
会
）

（
社
会
）

（
社
会
）

（
共
産
）

（
公
明
）

（
民
社
）

日
中
航
空
協
定
締
結
促
進
に
関
す
る
要
望
書
・

　
日
本
と
中
国
は
、
古
い
歴
史
と
地
理
的
関
係
か
ら
も
友
好

関
係
の
一
層
の
発
展
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
日
中

航
空
協
定
締
結
を
促
進
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

　
4
月
1
2
日
提
出
　
5
月
2
0
日
議
会
報
告

内
閣
総
理
。
外
務
大
臣
あ
て

特
別
区
制
度
の
改
正
を
突
現
す
る
法
案
の
可
決
に
関
す
る
要

蕃　
特
別
区
制
度
の
改
正
に
つ
い
て
の
国
会
審
議
は
、
政
府
原

案
の
ほ
か
、
議
員
提
案
の
二
改
正
案
も
衆
院
地
方
行
政
委
員

会
に
付
託
し
た
。
こ
の
法
案
を
一
日
も
早
く
可
決
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

　
5
月
1
3
日
提
出
　
5
月
2
4
日
議
会
報
告

各
党
国
会
対
策
委
員
長
。
衆
議
院
地
方
行
政
委
員
会
委
員
・

東
京
三
区
選
出
衆
議
院
議
員
あ
て

日
本
住
宅
公
団
住
宅
の
家
賃
値
上
げ
反
対
等
に
関
す
る
嬰
望

書　
用
地
不
足
か
ら
公
団
住
宅
建
設
す
ら
で
き
ず
、
庄
宅
問
題

は
ま
す
ま
す
深
刻
化
む
つ
つ
あ
る
。
こ
の
際
、
民
間
家
賃
に

も
影
響
す
る
公
団
住
宅
の
空
家
割
増
し
家
賃
制
度
を
撤
廃
し
、

低
家
賃
の
公
共
庄
宅
建
設
を
促
進
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
5
月
1
8
月
提
出
　
5
月
2
4
日
議
会
報
告

大
蔵
。
建
設
大
臣
・
日
本
住
宅
公
団
総
裁
あ
て

建
設
労
働
者
、
職
人
の
減
税
に
関
す
る
嬰
理
書

　
建
設
労
働
者
、
職
人
、
零
細
企
業
者
は
、
賃
金
改
善
の
方

途
が
な
く
、
ま
す
ま
す
賃
金
格
差
が
ひ
ら
く
ば
か
り
だ
。
政

府
は
、
こ
れ
ら
低
賃
金
、
低
所
偲
者
層
に
対
し
、
免
税
点
の

ア
ッ
プ
、
必
要
経
費
控
除
制
度
の
創
設
を
行
い
、
生
活
環
境

改
善
の
措
置
を
と
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
5
月
1
8
日
提
出
5
月
以
日
議
会
報
告

大
蔵
・
自
治
大
臣
あ
て

固
定
資
産
の
評
価
が
え
に
伴
う
税
負
担
軽
減
に
関
す
る
要
望

書　
固
定
資
産
税
の
一
部
軽
減
措
置
が
は
か
ら
れ
た
が
、
評
皿

が
．
λ
に
伴
う
住
民
負
担
は
な
お
璽
く
、
借
地
・
借
家
人
へ
の

転
嫁
が
心
配
だ
。
中
小
零
細
企
業
育
成
と
い
う
意
味
か
ら
も
、

さ
ら
に
「
基
礎
控
除
制
度
の
導
入
」
、
「
免
税
点
の
大
幅
引
き

上
げ
」
を
再
検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
5
月
1
8
日
握
出
　
5
月
2
4
日
議
会
報
告

内
閣
総
理
。
大
蔵
・
自
治
大
臣
あ
て

失
対
労
霧
者
賃
金
等
引
き
上
げ
に
関
す
る
饗
望
書

　
社
会
的
弱
者
で
あ
る
失
対
労
務
者
は
、
狂
乱
物
価
の
中
で
、

最
低
の
権
利
保
障
も
な
く
働
き
続
け
て
い
る
。
こ
の
窮
状
を

救
済
す
る
た
め
、
賃
金
の
大
幅
ア
ッ
プ
、
年
度
末
手
当
・
退

職
金
。
有
給
休
暇
の
制
度
を
設
け
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
5
月
1
8
日
提
出
5
月
2
4
日
議
会
報
告

内
閣
総
理
天
臣
あ
て

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
「
「

　
　
文
・
桜
井
正
信
　
　
　
　
　
　
だ
。

　
　
絵
・
阿
伊
染
徳
美
　
　
　
　
　
　
　
追
う
ま
ね
を
し
て
も
、
親
キ
ツ
ネ
は
子
供
を
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
い
、
涙
を
だ
し
て
た
ち
す
く
む
し
ま
つ
。
こ
ま

太
子
堂
橋
の
　
　
　
　
　
　
虚
賛
蝋
一
焔
蒜
鷺
鶉
雛
帥
離
麟

子
づ
れ
キ
ツ
ネ

　
　
「
い
た
ぞ
い
た
ぞ
」

　
親
キ
ツ
ネ
が
子
づ
れ
で
、
大
ぜ
い
あ
つ
ま
る
，

村
人
の
前
に
に
げ
場
を
う
し
な
い
、
き
ょ
と
ん

と
し
て
い
た
。

　
き
ょ
う
は
太
子
堂
村
は
じ
ま
っ
て
い
ら
い
、

名
主
忠
左
衛
門
を
先
頭
に
、
人
を
化
か
し
、
田

畑
を
あ
ら
す
キ
ツ
ネ
狩
。

　
　
　
　
　
　
　
せ
　
こ

　
村
人
た
ち
は
勢
子
に
な
り
、
代
田
村
境
の
土

器
塚
や
上
原
に
、
や
ぶ
を
分
け
て
の
キ
ツ
ネ
さ

が
し
で
あ
る
。

　
太
子
堂
の
草
分
け
百
姓
七
人
の
、
久
右
衛
門
、

彦
右
衛
門
、
源
兵
衛
、
権
右
衛
門
、
源
右
衛
門
、

市
郎
兵
衛
に
分
家
が
く
わ
わ
り
、
村
総
出
の
五

十
五
人
が
キ
ツ
ネ
の
住
み
か
を
さ
が
し
あ
て
た
。

　
だ
が
、
村
人
は
ど
う
し
た
こ
と
か
、
だ
れ
一

人
親
子
キ
ツ
ネ
を
捕
え
よ
う
と
し
な
い
。
キ
ツ

ネ
を
い
じ
め
る
と
あ
と
の
た
た
り
が
こ
わ
い
の

■
意
見
付
採
択
二
＋
一
盤

◇
日
本
と
中
国
の
航
空
協
定

等
の
実
現
促
進
方
に
関
す
る

請
願

◇
家
賃
い
っ
せ
い
値
上
げ
反

対
と
あ
き
家
割
増
し
塚
賃
制

度
の
撤
廃
に
関
す
る
陳
情

寺
に
ひ
き
あ
げ
て
い
っ
た
。

　
名
主
忠
左
衛
門
が
キ
ツ
ネ
狩
の
よ
う
す
を
見
ま

わ
り
に
、
土
器
塚
に
き
た
と
き
は
、
も
う
親
子
キ

ツ
ネ
の
姿
も
、
村
人
も
い
な
い
、
た
だ
の
や
ぶ
の

丘
で
あ
っ
た
．

　
村
人
た
ち
は
、
み
ん
な
で
子
づ
れ
キ
ツ
ネ
を
わ

ざ
と
に
が
し
た
の
だ
。
こ
れ
い
ら
い
太
子
堂
村
は
、

キ
ツ
ネ
が
い
た
ず
ら
を
し
な
い
村
に
な
っ
た
。
そ

れ
よ
り
も
、
不
思
議
な
こ
と
が
お
こ
り
は
じ
め
た
。

◇
建
設
労
働
者
、
職
人
の
減
税
に
関
す
ゐ
講
願

◇
固
定
資
産
税
．
都
市
計
圃
税
の
軽
減
に
関
す
る
陳
情

◇
私
立
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
対
す
る
教
育
費
助
成
等

に
関
す
る
請
願

◇
騒
膏
被
害
是
正
に
関
す
る
陳
情
（
経
堂
一
丁
目
地
域
）

◇
民
間
保
育
園
整
備
振
興
に
関
す
る
請
願

◇
身
体
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
講
願

◇
祝
祭
日
の
有
給
休
暇
に
関
す
る
請
願

◇
生
活
補
給
金
等
に
関
す
る
請
願

◇
失
対
賃
金
引
上
げ
等
に
関
す
る
請
願

◇
物
価
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
陳
情

◇
物
価
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
請
願

◇
通
学
路
の
安
全
確
保
に
関
す
る
陳
情
（
二
子
玉
川
小
）

◇
中
央
道
及
び
補
助
二
一
九
号
線
工
事
促
進
協
力
に
関
す
る

請
願

◇
区
立
中
学
校
整
備
充
実
に
関
す
る
請
願

◇
船
橋
中
学
校
教
育
環
境
に
関
す
る
陳
情

◇
塚
戸
小
学
校
校
舎
改
築
促
進
等
に
関
す
る
請
願

◇
京
西
小
学
校
校
庭
用
散
水
装
醗
設
趾
に
関
す
る
請
願

◇
国
道
二
四
六
号
パ
イ
パ
ス
に
関
す
る
陳
情
（
二
子
玉
川
小
）

◇
歩
道
橋
移
設
位
趾
な
ら
び
に
新
設
に
関
す
る
陳
情
（
玉
川

・
瀬
田
地
域
）

■
不
蓑
二
件

◇
議
員
待
遇
者
会
に
対
す
る
区
の
補
助
金
を
減
額
し
、
老
人

福
祉
を
充
実
す
る
講
願

◇
児
童
広
場
設
蹴
に
関
す
る
請
願
（
南
烏
山
六
丁
目
地
域
）

■
一
部
意
見
付
採
択
一
部
取
下
承
認
　
一
一
件

◇
第
一
種
住
居
騨
用
地
域
指
定
等
に
関
す
る
請
願
（
希
望
丘

土
地
区
画
整
理
地
区
）
，

◇
用
途
地
域
指
定
替
等
に
関
す
る
請
願
（
船
橋
地
区
）

■
政
下
承
認
九
件

◇
「
出
入
国
法
案
」
の
即
時
撤
回
に
関
す
る
請
願

◇
准
看
謹
婦
学
校
に
対
す
る
助
成
金
等
に
関
す
る
請
願

◇
日
照
権
に
関
す
る
請
願
（
駒
沢
二
丁
目
九
番
地
）

◇
私
道
舗
装
お
よ
び
排
水
溝
新
設
に
関
す
蒼
陳
情
（
玉
川
三

丁
目
地
城
）

◇
日
照
権
等
に
関
す
る
請
願
（
成
城
二
丁
目
三
六
番
一
四
号
）

◇
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願
（
冊
青
葉
学
園
跡
）

◇
違
法
建
築
物
の
工
卑
俸
止
等
に
関
す
る
講
願
（
桜
丘
一
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ヌ
う
ち
ん

ら
し
に
、
親
キ
ツ
ネ
と
子
供
キ
ツ
ネ
が
提
灯
を

も
っ
て
現
わ
れ
、
ゆ
く
道
を
し
ば
ら
く
案
内
し

て
は
い
つ
の
ま
に
か
消
え
さ
る
の
だ
。

　
親
子
キ
ツ
ネ
の
親
せ
つ
は
つ
づ
い
て
、
太
子

堂
村
は
ど
ん
な
と
き
で
も
、
夜
道
は
安
全
と
、

だ
れ
い
う
と
な
く
伝
え
ら
れ
た
。

　
い
ま
ま
で
キ
ツ
ネ
に
化
か
さ
れ
る
村
で
あ
っ

た
が
、
だ
れ
で
も
夜
あ
る
き
で
き
る
村
里
に
な

っ
た
と
い
う
。
．

　
親
キ
ツ
ネ
と
子
供
キ
ツ
ネ
に
ま
も
ら
れ
て
、

村
で
は
、
お
ん
な
こ
ど
も
も
夜
道
を
あ
る
け
る
、

明
る
い
し
あ
わ
せ
な
太
子
堂
に
な
っ
た
。
太
子

堂
の
子
づ
れ
キ
ツ
ネ
の
昔
話
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
山
ハ
三
六
番
地
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
建
築
確
認
取
消
し
に
関
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
請
願
（
松
原
三
丁
目
四
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
番
二
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
堤
防
撤
去
反
対
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
願
（
玉
川
一
丁
目
地
域
）

■
第
一
回
定
例
会
の
新
規
付
託
分
　
二
十
七
件

私
立
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
対
す
る
教
育
費
助
成
等
に
関

す
る
講
願

新
殴
中
学
校
用
地
取
得
に
関
す
る
請
願
（
教
育
大
農
場
跡
地
）

最
低
賃
金
制
の
確
立
に
関
す
る
請
願

世
田
谷
区
環
境
衛
生
協
会
連
合
会
助
成
に
関
す
る
講
願

民
間
保
胃
園
整
備
振
興
に
関
す
る
請
願

身
体
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
請
願

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願
（
南
烏
山
六
丁
目
一
）

失
対
賃
金
引
上
げ
等
に
関
す
る
講
願

児
童
広
場
設
置
に
関
す
る
請
願
（
南
鳥
山
六
丁
目
地
域
）

船
橋
中
学
校
教
育
環
境
に
関
す
る
陳
情

低
内
に
お
け
る
文
化
財
の
保
護
、
調
査
、
記
録
に
関
す
る
陳
情

胃
少
年
セ
ン
タ
ー
設
置
に
関
す
る
請
願
（
代
沢
二
丁
目
地
域
）

横
断
歩
道
設
置
に
関
す
る
請
願
（
環
状
八
号
玉
川
浄
水
場
前
）

都
立
養
護
学
校
（
高
等
部
）
設
置
に
関
す
る
請
願
（
教
育
大

跡
地
）

国
有
地
利
用
に
関
す
る
請
願
（
大
蔵
省
千
歳
船
橋
寮
跡
地
）

公
共
用
地
取
得
に
関
す
る
講
願
（
玉
川
一
丁
目
河
川
敷
地
）

全
国
全
産
業
一
律
最
低
賃
金
制
の
確
立
等
に
関
す
る
請
願

労
働
会
館
建
設
に
関
す
る
請
願

学
校
食
品
用
森
永
製
品
の
即
時
使
用
中
止
等
に
関
す
る
請
願

物
価
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
陳
情

物
価
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
請
願

建
築
確
認
取
消
し
に
関
す
る
請
願
（
松
原
三
丁
目
四
〇
番
二

号
）

通
学
路
の
安
全
確
保
に
関
す
る
陳
情
（
二
子
玉
川
小
）

塚
戸
小
学
校
校
舎
改
築
促
進
に
関
す
る
請
願

京
西
小
学
校
校
庭
用
散
水
装
置
設
置
に
関
す
る
請
願

国
道
二
四
六
号
バ
イ
パ
ス
に
関
す
る
陳
情
（
二
子
玉
川
小
）

歩
道
橋
移
設
位
膣
な
ら
び
に
新
設
に
関
す
る
陳
情
（
玉
川
。

瀬
田
地
域
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轡

■
護
員
の
住
所
・
電
話
番
号
変
更

　
小
山
雄
央
（
自
民
）
　
代
田
六
丁
目
一
七
－
八
娚
二
八
一

　六・

塑
一
七
〇
八

O
区
長
公
選
制
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
地
方
自
治
法
改
正
案
が

今
国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。
来
年
春
に
は
、
区
長
選
も
行
わ

れ
、
区
の
事
務
事
業
も
大
幅
に
拡
充
さ
れ
ま
す
。
区
政
も
新

し
い
局
面
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
紙
面
の
都
合
で
ヶ
ひ
ろ
ば
”
は
お
休
み
し
ま
す
。
世
田
谷

四
丁
旦
二
ー
七
尾
立
き
よ
子
さ
ん
か
ら
「
世
田
谷
図
書
館

の
利
用
に
つ
い
て
」
、
桜
上
水
の
本
田
理
さ
ん
か
ら
「
自
衛
官

募
築
の
反
論
に
つ
い
て
」
、
太
子
堂
四
丁
目
一
二
ー
四
津
田
融

さ
ん
か
ら
「
高
齢
者
就
職
打
開
策
に
つ
い
て
」
の
投
欝
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
掲
載
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
わ
び
い
た

し
ま
す
。

O
本
号
が
お
手
元
に
届
く
6
月
中
旬
に
は
、
第
二
回
定
例
会

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
傍
聴
な
ど
の
お
問
合
せ
は
区
議
会
扇

務
局
（
四
一
二
）
一
一
一
一
、
内
線
五
九
〇
ー
五
九
八
ま
で
。

　　　　　一’　　　　－
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